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第 1963 回例会　2018. ４.12　晴　司会　水庫会員

　ロータリーソング　「我等の生業」

◎本日の出席状況

　出席：31 名（29 名）中　19 名　65.52％

　欠席：伊東・平山・守屋・松本・長野・三須・大原・佐々木・輪湖・山本（相澤・柴田）各会員

◎ゲスト：千葉ベタニヤホーム　青い鳥ホーム　施設長　山本　裕子様

◎卓　話：「母子施設の現状について」

◎メークアップ

　４／５分　大原・度会～理事会

　４／ 12 分　大原～米山Ｅクラブ　佐々木～ミャンマー支援視察

山﨑会長

　４月は「母子の健康月間」です、本日は「社会法福祉法人千葉ベタニアホーム母子生活支援施設」青い鳥

ホーム施設長山本裕子様より青い鳥ホームについて卓話を頂きます。

　今年も４月 28 日（土）に、斎藤守会員の竹林「たけのこ堀＆バーベキュー」を開催します。

　地元、船橋ボーイスカウト 12 団による災害時の炊き出し訓練　豚汁や非常時保存食の試食は会員・家族、

社会福祉施設の入所者、職員、母子生活施設入所の方々に大変好評です。

　バーベキューは、それぞれのグループで焼き、焼きそばは会員がまとめて作ります、今年は「焼き鳥名人」

が参加しますので焼き鳥も準備します、多くの会員・家族の参加をお持ちしています。

　毎年準備に斎藤守会員やご家族の皆様を始め、駐車場やトイレの借用に、安養寺様には毎年ご負担をお掛

け致します。

　参加される皆様の笑顔や子供たちのタケノコ掘り体験を通じ、春の連休を楽しく過ごしていただけること

を思い出して、毎年準備をしています。

　プログラム、親睦、社会奉仕委員会の皆様に今年も感謝を申し上げます。

瀧幹事

１．４月の理事会報告でもお知らせいたしましたが、次年度クラブカレンダーを試験的に作成することにい

たしました。

　　製作費はクラブ経費は使いません。広告掲載、写真・絵画・書等、掲載希望者にご負担いただきます。

奮ってご参加をお願いいたします。

　　広報統括委員長より配布のカレンダー広告掲載申込書に記入の上、申し込みは事務局迄お願いします。

２．次年度クラブ役員・理事・各委員長・各委員の配属表をお配りいたします。

　　各委員に配属された会員はご自分の所属を確認ください。

３．去る３月８日の例会にビジターでお越しの、長崎県壱岐 RC の山内　賢明様より皆様の温かな歓迎に対

してお礼として玄海酒造株式会社製造　「麦焼酎」12 本を頂きました。

４．４月 17 日開催の第２分区親睦ゴルフ参加者「組み合わせ表」に一部変更があり再送されました。参加者

の皆様はご確認ください。新たに藤井会員が参加されます。

会 長 挨 拶

幹 事 報 告



◎各委員会報告

　・出席委員会委員長　遠田会員：３月の出席率について

　・青少年奉仕委員長　鯨井会員：ライラの参加者について

　・広報統括委員長　　鈴木恭浩会員：クラブカレンダーの製作について

　・親睦委員委員長　　草野会員：「たけのこ掘り例会について」

　「壱岐 RC 山内賢明様より頂いた焼酎について」

　

　　　本日の卓話

「母子生活支援施設　青い鳥ホーム」について

　 社会福祉法人干葉ベタニヤホーム

　 母子生活支援施設　青い鳥ホーム

　 施設長　山本　裕子　様

　家族それぞれの「青い鳥」をめざして

【法人概要】

　当法人は、昭和６年に日本福音ルーテル教会　宣教師エーネ・パウラス師により千葉県市川市国府台に虚

弱児児童養護所を開設し、のちの社会福祉法人千葉ベタニヤホームの礎となる事業を行いました。

　その後、保育園、母子生活支援施設と開設し、現在は３か所の母子生活支援施設、２か所の保育園を運営

しています。

【青い鳥ホームとは】

　当施設は、平成 13 年に船橋市より「船橋市夏見母子ホーム」として運営を委託され、平成 28 年３月まで

夏見の地で運営をいたしました。平成 28 年４月、新たに場所を移転し行田（太平洋戦争でニイタカヤマノボ

レの電文を送信した司令塔があった場所）の地で「母子生活支援施設青い鳥ホーム」として働きが行われて

います。「青い鳥ホーム」は、柏原美津子前施設長が、メーテルリンクの「青い鳥」から名づけました。そこ

には、新しい施設で生活をはじめる子ども達やお母さん方に幸せを追い求めるだけの人生ではなく、希望を

持って足元の幸せや喜びに気づき、生活を歩んでほしいと願う気持ちが込められています。

【暖かみを感じるつくり】

　当施設は 20 世帯の母子室、２室の緊急一時保護室、船橋市からの委託事業である短期子育て支援事業（ショ

一トステイ）を行い施設利用者だけではなく地域に開かれた施設をめざしています。

　施設の特徴としては、木材をふんだんに使用し、大きな窓から入る光等から施設利用者に暖かみを感じても

らえるように配慮しています。また、家族のプライベート空間を大切にしながらも各階にパブリックスペー

スを用意し、ゆったりと過ごせる空間を持つことができました。「サレプタ」という図書コーナーでは、親子

で本を読む姿が見られ、親子げんかや、きょうだいげんかをしたときのクールダウンの空間にもなっていま

す。保育室「まぶね」には、子ども達が安心して遊んだり、生活が出来るよう調理室、浴室、トイレ、床暖

房を含む冷暖房が完備されました。今回新たにフリースペ一スとして「かなりや」を設けました。主にお母

さん方のグループワークに使用しています。いつもは、お仕事に子育てに忙しいお母さん方も緑に囲まれた

この部屋でアートセラピーやたまにはお茶会なども行っています。



【これからめざす支援】

　今後も木のぬくもりや多くの緑に囲まれた建物を活かし、施設利用児・者や、必要としている地域の方々

のために寄り添い、安心できるように、そして希望を持って足元の幸せや喜びに気づいていただけるような

支援を心がけていきます。

・竹の子掘り、竹やぶでお待ちしております。 斉藤　　守

・カレンダー製作で中村会員に大変お世話になります。ありがとうございます。広告の申し込みと原稿の出

稿等のご協力を皆様お願いいたします。 鈴木　恭浩

・青い鳥ホーム施設長山本様、本日は「母子生活支援施設について」卓話ありがとうございます。「国の宝

子ども」の育成に今後ともご支援をお願いいたします。 山﨑　新一

・山本施設長様、本日母子生活支援施設の卓話、ありがとうございます。今後ともたけのこ掘りもよろしく

お願いいたします。 岡田　敏男

・本日は山本様、大変貴重なお話をお聞かせいただきありがとうございました。いろいろなケアが行われて

いることを知りました。少しでもお役に立てばと思いました。 水庫　直子

・山本裕子様、本日は卓話ありがとうございました。母子生活支援は大変と思いますが、これからも頑張っ

てください。 鈴木　隆男

・山本裕子様、本日は卓話ありがとうございました。理事長の友田直人君とは高校の同級性で、良く勉強で

教えたことを思い出しました。 山口　習明

・青い鳥ホーム山本施設長様の卓話感謝、４月28日のたけのこ掘り例会で又お合いしましょう！竹の子のよ

うにすくすく育つように！ 遠田　毅

・千葉ベタニアムホーム・青い鳥ホームの山本施設長様母子生活支援活動の活動をご紹介いただきありがと

うございました。今後も支援させてもらいます。 大家　浩明



・山本様、貴重な卓話ありがとうございます。これからも体調に気をつけられご活躍を期待しております。

  織戸　　豊

・山本様、貴重なお話ありがとうございます。社会的使命の高いお仕事だとあらためて感じました。少しで

もお役に立てばと思います。 三浦　時子

◎次週予告　卓話　鈴木恭浩会員　「税の話」

４月19日（木）　第1964回 例会

　　21日（土）　船橋西RC創立50周年記念式典

　　　　　　　登録開始：16：00　点鐘：16：30

　　　　　　　場　所：ホテルザ・マンハッタン

　　　　　　　登録料：12,000円

　　26日（木）　４／28　ロータリーデーに振り替え

　　28日（土）　第1965回例会

　　　　　　　ロータリーデー（竹の子掘り例会）

　　29日（日）　地区研修・協議会

週報今週の担当　　　鈴　木（隆）

４ 月 の プ ロ グ ラ ム

今 週 の ニ コ ニ コ BOX ４月 12 日　11,000 円 累計　1,031,000 円

（内、記念事業献金 150,000 円　たけのこ掘り券　68,000 円）を含む


